
２ 大地が動くと（地震によって引き起こされる災害）
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○ 津波発生のメカニズム 

○ 地形による津波の変化

○ 石巻の津波被害の様子

中瀬周辺

地震の発生により海底が上昇する。

海底の上昇により海面が上昇する。

海面の上昇により津波が発生する。

周期の長い大きなうねりが発生し、津波

は１度だけではなく、繰り返し襲う。

海岸に近くなると水深が浅くなる

ことで、波高が高まる。

 旧北上川の中瀬にある勤務先の石ノ森萬画館で津波に遭いまし

た。地震の１時間後、１階から外を見ると、水位が下がった川面に

かぶさるようにザーッと水が逆流してきました。水はごう音ととも

に一気に上り、入り口のガラスが割れて館内に流れ込みました。 

 身の危険を感じ、急いで３階に駆け上がりました。水の色は途中

から真っ黒に変わり、重油のような臭いがしました。 

 対岸の家が海側からバリバリと崩れ、眼前のアパートが浮かび上

がって橋のたもとで粉みじんに。近くの岡田劇場はゆっくりと列車

のように上流に動いていきました。橋の上で渋滞した車は横転しな

がら流されました。河口近くの家やがれきが流されて時速７０〜８

０キロで橋にぶつかりました。何もできないまま、ただぼうぜんと

見ているしかありませんでした。 

（石ノ森萬画館：大森盛太郎さん談） 

津波被害

　津波は、多くが海底で海溝型地震が起きたときに海底が持ち上がったり、沈み
こんだりすることで起こります。

　津波は海岸付近の地形の影響を強く受けます。
特に津波のエネルギーが集中しやすい岬や湾奥
では、津波が高くなりやすく、海岸付近の数倍
にもなることがあります。湾奥での津波の高さ
は湾の形によって異なり、湾の形を大きくＶ字
型、Ｕ字型、直線海岸、袋型の４つに大きく分
けると、袋型から直線海岸、Ｕ字型、Ｖ字型の
順に次第に高くなる傾向があります。

海側のプレート
陸側のプレート

平常時の海面

震源
震源

第3波 第2波 第1波

平常時の海面

津波

宮城県は、令和４年５月に「宮城県津波浸水想定」を公表しました。
自分が住む地域のハザードを確認し、命を守る行動について考えてみましょう。

【地域の津波浸水想定図を見てみよう】➡
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